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平
成
8

年
度
か
ら

高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
、
ひ
と
り
親
等
の

福
祉サー
ビスの
取り扱
い窓口
が変
わり
ます

高
齢
者
、
心
身
障
害
者
、
児
S

、ひ
と
り
親
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ

ま
で
そ
の
内
容
に
よ
り
、
千
住
本
庁
舎
で
申
請
す
る
も
の
と
福
祉
事
務
所
等
で

申
請
す
る
も
の
と
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
き
ま
し
た
が
、
5
月
の
統
合
新
庁
舎
の
オ
ー
プ
ン

に
合
わ
せ
、
今
後
は
多
く
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
が
身
近
な
福
祉
事
務
所

の
窓
口
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
福
祉
事
務
所

の
位
一
、
名
称
、
管
轄
区
域
が
一
都
変
更
と
な
る
ほ
か
、
本
庁
の
組
織
も
変
更

と
な
り
ま
す
。
今
回
は
。
そ
の
概
妥
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

福
祉
事
務
所
の
相
談
・
受
付

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、
福
祉
に
関

す
る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
福
祉
事
務
所
に
総

會
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、

一
部
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
て
は
、

ど
こ
の
福
祉
事
務
所
で
も
申
請
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
(
2
面
の
表
3
)

福
祉
事
務
所
の
位
置
、名
称
、

管
轄
区
域
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

取
ひ
扱
う
巣
臍
を
増
や
し
、
な
お
か

つ
区
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
・
申
請
に
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
手
狭
と
な
っ
て
し
ま

う
福
祉
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
西
部
福
祉
事
務
所
は
、

既
に
3
月
1
8ほ
に
鹿
浜
八
丁
目
2
7
1
1
5

に
移
転
。
中
部
福
祉
事
務
所
も
、5
月
7

日
に
統
合
新
庁
舎
(
中
央
本
町
一
丁

目
1
7
1
1
)
へ
移
転
し
ま
す
。
ま
た
、

足
立
福
祉
事
務
所
は
、4
月
―
日
か
ら

「
千
住
福
祉
事
務
所
」
と
そ
の
名
称
を

変
更
し
ま
す
。

な
お
、
福
祉
事
筋
所
の
移
転
に
伴
っ

て
、5
月
1
日
か
ら
管
轄
区
域
が
図
1

お
よ
び
表
2
の
と
お
ひ
変
更
に
な
り
ま

す
。く
わ
し
く
は
、各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
で
取
り
扱
う
業
務
等
が

変
更
に
な
り
ま
す

本
庁
の
各
課
は
、
福
祉
事
務
所
へ
の

事
務
移
管
に
伴
い
、
取
り
扱
い
業
務
と

そ
の
名
称
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
。

□
福
祉
管
理
課

▽
民
生
・
児
童
委
員
に
関
す
る
こ
と

▽
戦
没
者
遺
族
等
の
援
護

□
児
童
福
祉
課

▽
区
立
保
育
園
の
管
理

▽
保
育
料
の

収
納

▽
私
立
保
育
園
の
助
成
等

▽

児
童
乖
当
等
の
支
給

▽
ひ
と
り
親
冢

庭
の
支
援

□
保
育
計
画
副
参
事

▽
少
子
化
社
会
対
策

□
福
祉
医
療
課

▽
高
齢
者
の
医
療
助
成

▽
心
身
障
害

者
等
の
医
療
助
嵎

▽
乳
幼
児
の
医
療

助
成

▽
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
助
成

▽
生
業
資
金
等
の
賃
付

□
在
宅
福
祉
課

▽
老
人
ク
ラ
ブ
ー
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
支
援

▽
障
害
者
団
体
の
支
援

▽
高
齢
者
福
祉
施
設
の
管
理
運
営

□
福
祉
計
圃
課

▽
地
域
保
健
福
祉
計
画
の
推
進

▽
高

齢
者
・
障
害
者
福
祉
施
策
の
推
進

▽

高
齢
者
・
障
害
者
施
設
の
整
備

□
障
客
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
(
東
部
・

西
部
)

▽
心
身
障
害
者
(
児
)
通
所
馴
練
事
業

お
よ
び
事
業
助
成

▽
心
身
障
害
者

(児
)
の
相
鮫
・
指
導

@
お
問
い
合
わ
せ
は
、
千
住
本
庁
舎
・

各
課
へ(

3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

写真は 移転した西部福祉事務所

表1 福祉事務所一覧

表2 福祉事務所の管轄区域( 5 月1 日以降)

図1 福祉事務所管轄区域図( 5月1日以降)
4
月
か
ら
「
あ
だ
ち
広
報
」の

発
行
日
・
発
行
回
数
が
変
わ
り
ま
す

□
あ
だ
ち
広
報
(
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
)

こ
れ
ま
で
毎
月
1
0日
と
2
5日
に
発
行

し
て
い
た
「
あ
だ
ち
広
報
(
タ
ブ
ロ
イ

ド
版
)
」は
、4
月
か
§
?
1
5
・
2
5日

の
月
3
回
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

□
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス

毎
月
1
日
に
発
行
し
て
い
た
「
あ
だ

ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
は
、
隔
月
発

行
に
変
わ
り
ま
す
(
奇
数
月
の
1
日
に

発
行
。
次
号
は
5
月
1
日
に
発
行
し
ま

す
)
。

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

葺
立
ち

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

恚
7
や
く
眷
ら
し
い
廻
?
な

n
ま
し
た
が
、戸
外
へ
出
か
け
る

恚
コ
に
な
っ
て
目
に
つ
く
の
が
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
で
す
。
「区
民
の

声
」の
葉
書
に
も
、空
き
地
や
公

園
に
亂
や
空
き
缶
が
捨
て
て
あ

る
の
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い

う
晋
珊
を
時
々
、頂
戴
し
穿
y
。

全
く
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

。

ポ
イ
捨
て
の
増
加
に
業
を
煮
や

し
て
防
止
条
例
を
つ
く
る
自
治
体

も
多
ぺ
2
5
0
市
町
村
に
も
の
ぼ
り

李
y
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
厳
し

い
罰
則
を
設
け
て
、街
の
済
潔
さ

參
葆
っ
て
い
る
ぎ
つ
?
矛
か
、個

人
の
モ
ラ
ル
の
問
題
奮
勠
一
で
し

ぱ
る
の
は
ど
冫
か
と
思
い
、区
政

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
に
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
7
2
%
の
方
が
防
止
条
例
制
定

に
賛
成
さ
れ
奔
」
‥
'
た
。
は
た
し
て

条
例
に
な
じ
む
の
か
、
い
ま
役
所

内
で
検
討
を
進
め
て
い
掌
y
。

と
こ
ろ
で

、
も
し

、
ポ
イ
捨
て

の
ご
み
を
行
政
が
片
づ
け
蔘
と
し

た
ら
ご
つ
で
し
ょ
う
。
ヽ
」み
の
な

い
こ
と
で

有
奠

夛

イ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
―
日
8

万

人
の
入
場

者
に
対
し

、
千
人
も
の
屑
掃
従
事

者
を
雇
っ
て
い
る
由

。
無
茶
を
承

知
で
足
立
区
の
人
口
に
あ
f
にほ

め

て
み
る

と
、8

千
人
の
従
事
者
が

必
要
と
い
う
y
にと
に
な
り
l
y

。

美
し
い
街
を
保
つ
た
め
に
、膨

大
な
経
費
を
投
入
す
る
の
か
、罰

則
で
規
制
す
る
の
か
、そ
れ
と
も

一
人
ひ
と
り
か
気
を
つ
け
る
か
・
・
・

区
民
の
皆
さ
ま
、こ
の
問
順
鷽
こ

り
ぶ
つ
に
耆
一
蔘
9
ヂ
か
y

区
長
　

古

性

直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発 行
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表3 福祉 事 務所 の 総合 相 談窓 口 受付 事業 一覧

●「申請受付」の〝● 〟は、管轄の福祉事務所でのみ申請を受付。〝○ 〟は管轄外の福祉事務所でも申請を受け付けします。

あ
な
た
の
家
庭
で
保
育

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

家
庭
福
祉
員
募
集

昆
間
励
め
て
い
る
た
め
、子
供
(
生

後
5
週
間
以
上
3
鎭
未
満
の
乳
幼

児
)
の
世
話
が
で
き
な
い
お
母
さ
ん

の
代
わ
り
に
、
そ
の
子
供
を
福
祉
員

の
お
宅
で
保
膏
す
る
仕
事
で
す
。

対
象
I
区
内
在
住
の
2
5歳
1
6
0鎭
ま

で
の
方
で
、
保
母
・
教
員
・一
霞
娉

ま
た
は
保
傳
婦
の
資
格
を
お
持
ち
の

方
。
特
に
東
部
福
祉
事
筋
所
の
管
轄

区
域
T

面
の
図
1
・
表
2
を
参
照
)

に
お
住
ま
い
の
方
を
募
集
し
て
い
ま

す

申
先
-
M

福
祉
協
議
会

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
保
育
第
一
佩

　
(
3
8
8
2
)
-
1
1
1

㈹

平
成
7
年
度

生
物
調
査
結
果
ま
と
ま
る

7
年
度
の
区
内
生
物
調
査
は

、
前
年

度
と
同
様
に

、
5
月
に
夏
鳥
、
1

月
に

冬
鳥
と
荒
川
の
鳥
を
I

回

。
9
月
1
1
0

月
に
は

、
荒
川

、
中
川

、
花
畑
川

、
垳

(
が
け
)

川
、
毛
長
川
の
5
つ
の
河
川

の
魚
の
調
査
を
行
い
ま
し
た

。

鳥
は
3
8
種
、
2
千
4
2
1羽
が
確
認
さ
れ
、

種
数
・
個
体
数
と
も
昨
年
を
わ
ず
か
に

上
回
り
ま
し
た

。
特
に
冬
の
水
鳥
が
全

体
の
6
0
%
(

冬
だ
け
で
み
る
と
8
0
%
)

を
占
め

、
荒
川
が
こ
れ
ら
の
鳥
に
有
効

に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し

た

。
し
か
し

、
今
年
も
水
鳥
の
群
れ
は

小
さ
い
も
の
が
多
く

、
寂
し
い
感
じ
が

し
ま
し
た
。

一
方
、
夏
の
渡
り
鳥
コ
ア
ジ
サ
シ
が

過
去
最
高
の
礎
総
数
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
乕
は
、
繁
殖
地
で
あ
る
干
潟
の
減

少
で
希
少
種
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

存
亡
が
い心
配
さ
れ
て
い
る
鳥
で
す
。
ま

た
、
2
年
輯
け
て
迷
鳥
サ
バ
ク
ヒ
タ
キ

も
飛
来
し
ま
し
た
。こ
の
2
種
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
新
聞
記
事
に
な
る
ほ

ど
、
珍
し
い
出
来
事
で
し
た
。

魚
は
1
2穂
、
2
5
7匹と
前
年
度
よ
り
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
小
型
種
の
魚
の
群

れ
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
た
毛
長
川
の
よ

う
に
、
そ
の
魚
を
徂
っ
て
今
ま
で
あ
ま

り
い
な
か
っ
た
水
鳥
が
飛
来
す
る
よ
う

に
な
っ
た
川
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

東
京
湾
で
(
ゼ
や
ボ
ラ
が
大
発
生
し
た

と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
荒
川
で
も
千

住
新
橋
周
辺
で
(
ゼ
釣
り
を
す
る
区
民

の
皆
さ
ん
の
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
綾
瀬
川
の
上
流
の
毛

長
川
合
流
点
付
近
で
ボ
ラ
が
捕
箋
さ

れ
、「
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
3

月
1
日
号
の

。ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
'
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
毛
長
川
で
は
、
用
水
が
入
っ

て
こ
な
く
な
る
1
0
月
～
4
月
に
か
け
て

は
、
水
t
の
減
少
に
と
も
な
う
水
質
の

思
化
に
よ
り
、
毎
年
魚
が
い
な
く
な
っ

て
し
老
つ
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
区
は
、
こ
の
結

果
を
も
と
に
一
時
的
に
魚
を
保
護
す
る

「
魚
の
里
親
制
度
」
を
創
設
し
、
区
民

団
体
の
協
力
も
得
て
1
1月
に
コ
イ
、
フ

ナ
。
カ
ダ
ヤ
シ
、
モ
ツ
ゴ
等
と
と
も
に

都
内
で
は
珍
し
く
な
っ
た
メ
ダ
カ
な
ど

を
捕
蹇
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
魚
は
、

毛
長
川
周
辺
の
4
つ
の
小
学
校
(
舎
人

第
一
小
・
古
千
谷
小
・
東
伊
興
小
・
渕

江
第
二
小
)
の
計
2
3ク
ラ
ス
と
生
物
園
、

環
塊
課
で
保
霞
し
、
5
月
に
用
水
が
入

っ
て
き
て
水
が
き
れ
い
に
な
っ
た
こ

ろ
、
再
び
川
に
戻
t
」
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
体
長
5
0
`
の
コ
イ
か
ら

3
`
の
メ
ダ
カ
ま
で
千
数
百
匹
の
魚

が
、
こ
の
里
親
制
度
に
よ
り
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。

都
僉
に
す
む
鳥
や
魚
た
ち
は
、
た
く

み
に
人
間
と
の
共
存
を
図
り
、
少
な
く

な
っ
た
自
然
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
人
間
は
、
そ
れ
に
対
し
て
何
を

し
て
や
れ
る
の
か
を
考
え
、
実
行
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

※
今回の
調査
風
景が
、ビ
デオ広
報

ル
ッ
ク
i
n
あ
だ
ち
～
荒
川
の
生
物
～
」

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
てみ
て
くだ
さ
い
。

問
先
=
環
境
課
調
査

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

鳥類確認種一覧 里
親
に
な
っ
て
い
る
古
千
谷
小
学
校
4

年
2
組
の
皆
さ
ん

河川捕獲魚種一覧

あ
り
が
と
う

笑
顔
で
か
わ
す

良
い
マ
ナ
ー

4
月
6
日
～
1
5日

春
の
交
通
安
全
運
動

□
春
の
交
通
安
全
運
助
が
始
ま
り
ま
す
　

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
安
易
な
行

動
が
原
因
で
起
こ
っ
て
し
書
つ
交
通
事

故
。
こ
の
交
通
事
故
を
少
し
で
も
減
ら

そ
う
と
、
今
年
も
t
月
6
日
か
ら
春
の

交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回

は
、
次
の
3
点
に
皿
点
を
置
き
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
一
用
の
徹
底

▽
若
者
に
よ
る
二
輪
車
の
交
通
事
故
防

止□
死
亡
事
故
は
2
年
連
続
の
2
3区
ワ
ー

ス
ト
1

平
成
7
年
中
に
区
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
は
、
発
生
件
数
・
負
傷
者
数
と

も
に
2
年
連
続
で
前
年
を
上
回
り
ま
し

た
。ま

た
、
死
者
数
は
前
年
に
比
べ
若
干

の
減
少
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
依
然
2

年
連
続
の
2
3区
ワ
ー
ス
ト
ー
と
い
う
不

名
誉
な
記
録
を
更
新
中
。
大
変
憂一
す

べ
き
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
の
状
態
別
で
は
、
歩
行
中
が
1
1

人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
二
輪
車
乗
車

中
が
良
人
、
自
転
車
乗
用
中
が
i
人
、

四
輔
車
乗
車
中
(
同
乗
者
を
含
む
)
が
i

人
と
続
い
て
い
ま
す
。

□
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

歩
行
者
は
、必
ず
横
断
歩
遭
を
渡
り
、

夜
間
は
反
射
材
等
を
活
用
す
る
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
飛
び
出
し
や
横
断

蒙
止
堤
所
で
の
横
断
は
、
大
変
危
険
で

す
。自

転
車
は
、
交
差
点
や
見
通
し
の
悪

い
と
こ
ろ
で
は
必
ず
止
ま
っ
て
左
右
を

確
認
し
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
必
ず
点
灯

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

二
輪
車
は
、
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
必

ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
無
理
な
追
越

し
や
進
路
変
更
を
し
な
い
ぷ
つ
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
昼
間
で
も
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
、目
立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

四
輪
車
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず

締
め
る
こ
と
。
ま
た
、
信
号
の
変
わ
り

目
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
の
は
や
め
ま
し

よ
う
。
特
に
、
子
供
や
高
齢
者
を
見
か

け
た
と
き
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い

。

増
え
続
け
る
交
通
事
故
を
無
く
す
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
し
か
方

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
春
の
交
通
安
全
運

動
を
契
機
に
、
改
め
て
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
に
関
心
を
持
ち
、
交
通
事
故

に
灑
わ
な
い
よ
う
、
ぜ
ひ
家
族
全
員
で

話
し
合
う
機
会
を
つ
く
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

○
交
通
安
全
計
画
や
交
通
安
全
運
動
に

関
す
る
こ
と
は
、
中
央
本
町
庁
舎
・
交

通
安
全
対
策
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

区内の交通事故発生状況
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健康カレンダー 4月の予定 在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療
の

申
し
込
み
先
が
変
わ
り
ま
す

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り

の
方
で
、
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方
を

対
象
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療

を
行
う
「
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療
」。こ

の
申
し
込
み
先
が
次

の
と
お
り
変
わ

り
ま
す
。

□
4
月
か
ら
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
…
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

□
5
月
か
ら
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
…
保
健
予
防
佩
(
中
央
本
町
1
-

1
7
1
1
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

-

い
ず
れ
や
L

申
込
=
電
話
受
付
日
時
1
月
曜
日
～

金
曜
日
の
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
3
時

3
0分

間
先
1
千
住
禀
庁
舎
・
保
健
予

防
係
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

精
神
保
健
指
導
員
(
非
常
勤
)
募
集

対
象
=
大
学
で
福
祉
学
ま
た
は
心
理
学

を
専
攻
し
た
方
内
容
=
精
神
障
害
者

デ
イ
ケ
ア
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ほ
か

勤
務
条
件
等
I
週
4
日
(
3
0
時
間
)
/

有
給
休
暇
・
社
保
有
り
募
集
人
S
I

L
人
遇
考
方
法
―
面
接
(
日
程
は
梭

日
通
知
し
零
歹
)
申
込
=
自
筆
の
履

歴
s
を
郵
送
、ま
た
は
直
接
窓
口
に
持

参
場
・
申
・
問
先
―
江
北
保
健
相
談

所
〒
1
2
3
西
釿
井
本
町
2
1
3
0
-
4
0

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

4
月
の
献
血

日
程
等
I
上
表
の
と
お
り
時
間
―
午

前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
、午
後
o
時
3
0
1

3
時
3
0
分
(
た
だ
し
、1
9
日
は
午
前
1
0

時
～
1
1
時
1
5
分
、午
後
o
時
1
5
分
～
3

時
3
0分
)

問
先
L
東
京
東
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
-
1
1
㈹

4 月の献 血

掲
示
板

□
定
時
制
高
校
生
徒
募
一

①
一
年
生

募
集
校
・
人
数
L

荒
川
商
業
高
校
…

商
業
科
5
4
人
/

足
立
高
校
…
普
通
科
5
2

人
、
商
業
科
C
O人
/

江
北
高
校
…

普
通
科
3
0
人
/

荒
川
工
業
高
校
…
電

気
・
電
子
科
2
3
-
<
K

付
1
3

月
2
5

・
2
6日

賦
験
日
=
3

月
2
7
日

②
二

こ
I
ア

四
年
生

▽
江
北
高
校

募
集
人
数
等
―

普
通
科
…
二
年
生
1
5

人

、
三
年
生
2
3
人

受
付
L
4

月
1

・
2
日

賦
験
日
1
4

月
3

日

▽
荒
川
商
業
高
校

募
集
人
数
等
1
商
業
科
…
二
年
生
2
0

人

、
三
年
生
2
7
人

、
四
年
生
3
3
人

受
付
=
3

月
2
5
・
2
6日

試
験
日
=
3

月
2
7
E

▽
足
立
高
校

募
集
人
数
等
―
普
通
科
…
二
年
生
2
4

人

、
三
年
生
1
5
人

、
四
年
生
1
4
人
/

商
業
科
…
二
年
生
1
6
人

、
三
年
生
1
6

人

、
四
年
生
2
0人
1
7
4

月
1

・
2
日

賦
験
日
I
4

月
3
日

▽
荒
川
工
業
高
校

募
集
人
数
等
―
電
気
・
電
子
科
…
二

年
生
1
1
人

、
三
年
生
2
1
人

、
四
年
生
2
1

人

受
付
1
4

月
1

・
2
日

試
験
日
1
4

月
3

日

間
先
=

荒
川
商
業
高
校

3
9
1
2
)
9
2
5
1

足
立
高
校
　
(
3
8
8
9
)
2
2
0
5

江
北
高
校

　
3
8
8
0
)
3
4
1
1

荒
川
工
業
高
校

3
8
0
2
)
1
1
7
8

□

「
表
示
登
記

の
日

」
無
料
相
談

日
時
1
4
月
1
4
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
1

正
午
場
所
―
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
(
西
新
井
駅
東
ロ
サ
テ
ィ
4
階
)

内
容
L

土
地
・
建
物
の
調
査
・
測
臺
・

埆
界
問
題
お
よ
び
不
励
産
の
表
示
登
紀

の
相
談

問
先
―
東
京
土
地
家
屋
調
査

士
会
足
立
支
部

(
3
8
5
3
)
2
0
7
9

□
都
立
江
北
高
校
公
開
講
座
「
源
氏
物

語
を
読
む
」

日
時
=
5
月
2
4
日
-
2
日
の
毎
週

金
曜
日
(
8
日
間
)
、
午
後
6
時
L
a
時

費
用―
実
費
3
円
(
岩
波
文
庫
1
冊
分
)

定
員
=
3
0
人
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、電
話
番
号
を

明
記

期
限
1
4

月
2
0
日
必
着

場
・

申
・
間
先
=

都
立
江
北
高
校

〒
1
2
0西

綾
瀬
4
1
1
4
-
3
0

(
3
8
8
0
)
3
4
1

健康あ・ら・かると
X
線
撮
影
は
コ
ワ
イ
?
コ
ワ
ク
な
い
?

あ
る
春
の
日
、
A

さ

ん
は
保
健
所
の
健
康
診

断
を
霑

阯
2

豪

し

た
。胸

部
x
縁
撮
影
宕

き
。
ん
さ
ん
は
ふ

と
不

安
に
な
n
ま
し
た
。
そ

れ
と
り
つ
り
丶

先
日

の
啻
の
ほ
に
I・
刄

で
し

ま
い
、
足
の
X

線
撮
影

を
鷽
び
た
ぱ
か
り
。
幸

い
骨
に
異
常
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
x

線
検
査
を
こ
ん
な
に
「
繰
n
違
し
」
受

け
て
よ
い
も
の
だ
'
9
{
'
か
、
と
考
え
て

し
ま
っ
た
の
で
y
。

x
線
は
放
射
線
の
一
種
で
す
。
放
射

線
と
い
う
と
、
な
に
や
ら
恐
ろ
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
2
チ
。
確
か
に
放
射
線

が
、
が
た
や
白
血
病
、
胎
児
へ
の
障
害

の
原
因
と
な
る
こ
と
ほ
よ
く
知
ら
れ
て

い
李
歹
。
で
y
か
ら
、
「
繰
n
違
し
」
x

線
検
査
を
受
け
る
'
にと

に
な
っ
た
A

さ

ん
が
不
安
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
当

然
と
い
え
ゑ

石

レ

れ
ま
廿
刄

。

と
こ
ろ
で
、
放
射
線
と
い
4
と
、
何

か
特
別
な
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
実
は
私
た
鳶
雄
歯
や
大
地
、
さ

ら
に
は
体
内
の
カ
リ
ウ
ム
な
ご
'
…
一
ら
放

射
線
を
鷽
g
愕
け
て
い
家
歹
。
そ
の
放

射
線
葦
は
地
域
的
に
異
な
ひ
、
ブ
ー
フ
ジ

ル
の
あ
る
地
域
で
は
。
日
本
の
約
1
0
倍

の
放
射
繚
量
が
測
定
霤
れ
て
い
家
y
。

そ
の
地
域
で
弓
吁

る
F

年
間
の
放
射
線

一
は
、
私
た
ち
が
F
回
の
健
診
で
受
け

る
放
射
線
草
ぷ
ひ
高
い
篋
ぶ
ふ
、
こ

の
地
域
に
が
ん
や
白
血
訶
の
発
生
が
多

い
と
い
う
報
告
は
あ
り
ま
廿
刄
。

ま
た
、
検
査
や
健
診
で
は
照
射
す
る

部
位
奎
限
定
し
て
い
宋
す
の
で
、
A
さ

ん
の
ぶ
つ
に
足
と
胸
に
x
線
照
射
を
受

け
て
も
「
繰
n
違
し
」
鷽
口
だ
こ
と
に

は
な
ひ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
多
く
の
健

診
で
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
胃
と
胸
の

嫡
合
で
も
同
じ
'
左
で
y
。

一
方
、
同
じ
検
査
を

短
期
間
の
う
ち
に
、
あ

ち
こ
ち
の
医
療
機
関
で

S
y
y
と
は
、
そ
れ
こ
そ
同
じ
部
位

に
「
繰
n
返
し
」
放
射
線
を
あ
V
`
こ

と
に
な
ひ
、
決
し
て
好
声
しい
冫
と
で

は
あ
n
ま
せ
ん
。

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、
こ
の

ぷ
7
な
'
y
蚤
荏
y
だ
め
に
、
必
要

と
莨
芳
に
は
、
健
診
の
と
き
の
X
線

フ
ィ
ル
ム
を
お
貸
し
し
て
い
李
y
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

A
保
健
所
・
放
射
轢
技
師
v

亀
有
パ
ー
キ
ン
グ
リ
リ
オ
(
亀
有
南
)
・
亀
有
東
自
転
車
駐
車
場
の

定
期
利
用
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す

対
象
L
葛
飾
区
ま
た
は
足
立
区
に
お
住

ま
い
の
方
/
亀
有
駅
か
ら
直
線
で
8
0
0
m

以
上
離
れ
て
い
る
住
所
地
の
方
/
住
所

地
と
駅
と
の
往
復
に
自
転
車
を
利
用
し

て
い
る
方
募
集
台
数
・
使
用
料
等―

左
表
の
と
お
り
利
用
期
間
=
6
月～

1
1
年
3
月
(
亀
有
東
の
一
部
に
つ
い
て

は
9
年
3
月
ま
で
)
申
込
=
霧
の

管
理
事
務
所
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙

に
ご
記
入
の
う
え
、
現
地
管
理
事
務
所

に
提
出
申
込
期
間
1
4
月
2
日
1
1
6

日
※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
駅
か

ら
遣
い
順
に
承
認
し
、
5
月
中
旬
ま
で

に
各
管
理
事
務
所
に
慢
y
し
奪
T
問

先
L
葛
飾
区
役
所
交
通
対
策
課
自
転
車

対
策
佩

(
3
6
9
5
)
1
1
1
1
㈹
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〝遊
ぶ 〟

こ とは〝学ぶ
〟 こ

と

い ろ

ん な
体験
してみませんか

-
遮
年
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
眷
く
環
境
は
や
様
々
な
か
た
ち
で
変
化
し
。
}

ぞ
い
要
り
子
ど
も
の
敵
布
少
な
く
ぃ
鰹
済
的
に
a
か
に
な
濕
二
見
t
7

れ
r
い
y
う
に
ふ
え
ま
す
が
い
`
自
由
な
時
間
や
自
然
と
の
ふ
れ
會
y

ぷ
減
少
£
い
衝
の
申
で
゛
の
生
き
生
き
と
し
た
体
験
や
人
と
の
交
流
も
二
一

。'
減
っ
て
か
t
し
た
。
な
の
よ
う
な
生
湎
の
慶
化
の
中
で
ヽ
不
安
籥
抱
ご
こ

。
え
て
ぃ

る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
子
冫

も
‘。

ら
た
ち
は
、
"
'遊
び
や
様
々
な
体
験
を
と
お
し
て
ノ

自
ら
考
え
、

阻
誚
袒
悵

だ
ち
の
応
援
を
し
む
い
ま
t
・
そ
の
体
験
の
中
で
、

四
-
き
っ
と
い
つ
も
と
違
う
世
界
が
見
え
て
く

一

る

は

ず

。

断
学

年

と

な

る

今

、″
思

い

切

ウ
'

て

。ヽ
'・
そ

の

一
歩

を

路

み

だ

し

て

乃

。
'、

・

・̈
み

ま
せ

ん

か
。
よ

八

二

…

…

…

…

子
ど
も
会
や
地
域
で
活
躍

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

区
に
は
、約
揃
の
子
ど
も
会
が
あ
り

、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
活
勦
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
と
は
、
旭

斌
の
子
ど
も
兪
な
ど
で
り
I

ダ
1
と

な

っ
て
活
畍
す
る
中
学
生
・
高
校
生
の
こ

と
。
小
学
生
が
中
心
の
子
ど
り
鈿
会
員

が
行
事
の
計
回
を
立
て
た
り
、実
行
し

た
娶

る
と
き
の
良
素

謡

手
と
し

て
、
一
緒
に
考
え
行
動
し
ま
す
。
時
に

は
、
小
さ
い
子
の
世
購
や
、み
ん
な
に

ゲ
ー
ム
を
教
え
る
な
ど
、
楽
し
い
行
事

の
中
心
と
な
る
存
在
で
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
み
よ
う

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
に
は

、
i

か
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
か

あ
れ
ぱ
あ
と
は
簡
単
。
各

コ

ー
ス
に
分
か
れ
た
研
修
会
に
参
加
し

て

、
段
階
的
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。
対

象
は
小
学
校
5
年
生
か
ら
中
乍
生
。
全

コ
ー
ス

を
修
了
す
れ
ば
、
あ
な
た
は
り

っ
ぱ
な
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
。
こ
こ
で

身
に
つ
け
た
こ
と
を
地
斌
や

学
校
で
生

か
し
て

く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
っ
て

何
す
る
の
?

研
乍
会
は
、
A
I
B
4
c
1
央
践
コ

ー
ス
と
各
コ
ー
ス
ご
と
に
段
階
を
お
っ

て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
岨
ん
で
い
欒
y
。

A
コ

ー
ス
は

、
子
ど
も
命
活
励
の

楽

し
さ
を
学
ぶ
こ

と
か
ら
始
ま
る
研
修
会

の
ス
タ
ー
ト
。そ
の
内
容
も
ゲ
ー
ム
ーダ

ン
ス

ーエ
作
な
ど
疉
り
だ
く
さ
ん
で

す
。

A
コ
ー
ス
を
修
了
す
る
と
翌
年
B
コ

ー
ス
に
進
な

』と
が
で
き

、
キ
ャ
ン

プ

や
雪
上
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
奮
体

験
。
こ
の
よ
う
に

、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ

し
な
が
ら
桑
し

く
進
め
て
い
き
ま
す
。

内
容
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
A

コ
ー
ス

日
程
1
5
月
中
旬
I
ア
月
中
旬
の
う
ち

4
回
場
所
―
区
内
2
3
小
牛
校
対
象

-
小
学
校
5
・
6
年
生
(
4
年
生
は
体

験
夢
加
が
で
膏
乖
y
)
申
込
期
限
―

各
会
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注

韋
ぐ
だ
さ
い

□
B

コ
ー
ス

日
霍
=
6

月
上

旬
1
1
1
月
中
旬
の
う
ち
6

回

婦
所
=

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
5

会
場

対
象
=
A

コ
ー
ス
修
了
者
、
ま

た
は
中
学
生
以
上

内
容
I

グ
ル

ー
プ

活
啣
を
中
心
に
し
た
り
I

ダ
ー
体
験
や

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ

ー
で
の
基
本
的
野
外
齊
技
の
習
得

申

込
期
限
1
4

月
1
9
日
必
s

□
C
コ

ー
ス

日
程
1
5

月
中
旬
I
9

年
2
月
下
旬
の

う
ち
9

回

場
所
=

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
l

会
妬

対
象
I
B

コ

ー
ス
修
了
者

内
容
I

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
た

め
に
必
要
な
企
画
力
夸
中
心
に
孝
ぴ
、

国
立
那
讀
甲
子
少
年
自
然
の

家
で
の
雪

上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
体
験

申
込

期
眼
-
4

月
1
9
日
必
着

-

い
ず
れ
‘
l
'
L

※
く
わ
し
い
日
租

等
は
、
お
問
い

合

わ
せ

く
だ
さ
い
S

用
―

無
料
(
B

コ

ー
ス
の
キ
ャ
ン
プ
央
妓
講
習

会
と
C

コ

ー
ス
の
言
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
は
與

賢
負
担
)
申
込
-
A
コ
ー
ス
・
・
・
地
域

の
子
ど
も
会
青
虞
会
会
長

、
ま
た
は

通

学
し
て
い
る
学
校
へ

提
出
(

少
年
育
成

佩
に
郵
送
も
可
)
/
B

・
C

コ
ー
ス
・・・

少
年
育
虞
佩
に
郵
送

ま
た
は
持
参

※

申
込
S

は
4

月
上

旬
に
、
学
校
や
子

ど

も
会
を
と
お
し
て
配

布
し
ま
す

自
分
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

自
黙
に
恵
ま
れ
た
山
村
で

、
学
校
や

家
庭
で
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
。

テ
ン
ト
で
寝
泊
ま
り
し
、
か
ま
ど
で

ご
飯
を
炊
く
生
活
の
中
で

、
自
分
で
考

え
、
判
断
す
る
こ
と
を
学
び

、
行
動
で

き
る
力
を
養
い

穿
y

。

農
業
体
験
や
ビ
バ

ー
ク
体
吸
、
山
登

り

、
移
勳
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
日
ご
ろ
で

き
な
い
貴
熏
な
経
験
。
さ
ら
に
、
夕
食

コ
ン
テ
ス
ト
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー

な
ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

真
っ
黒
に
旦

鏐

し
て
、
た
く
ま
し

く
成
長
し
た
子
と

も
た
ち
の
笑
顔
が
待

遺
し
い
夏
休
み
の
1
0
日
間
。
お
も
い
き

り
自
然
生
活
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
を
=
8

月
1
日
1
1
0
日

鳩
所
―
栃

木
県
東
野
町
・
鹿
沼
市

対
一
―
区
内

在
住
の
小
学
5

年
生
か
ら
中
学
3

年
生

で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
の

修

了
者
ま
た
は
受

講
中
の
方

定
員
1
5
0

人
(

選
考
)

費
用
-
2

万
7

千
円

申
込
―
所

定
の

甲
込
一

に
記
入
の

う

え

、
少
年
育
成
係
に
郵
送
ま
た
は
持
参

※
申
込

書
は
一

月
中
旬
か
ら

学
校
や
子

ζ
l
i

～

お
し
て

配
布
予
定

申
込

期
限
=
i
r
t月
3
1
日
必
着

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
募
集

キ
ャ
ン
プ
朗
間
中
、
子
と

も
た
ち
の

班
つ

き
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
で
き
る

高
校
生
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ

ー
を
募
集
し
ま
す

。
子
ぐ
l

霾

勣
に

関
心

が
あ
り

、
キ
ャ
ン
プ
全
日
租
と
S

前
・
事
後
研
倖
会

、
現
地
調
査
等
に
参

加
で

き
る
方
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す

。

く
わ
し
く
は

、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

り

川の水が素足
に気持ちいい

テント設営も自分たちで

都
会
で
は

味
わ
え
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

青
木
美
智
代
さ
ん・
淳
さ
ん
・
浩
太
朗
く
ん

(
青
井
四

丁

目
)

超

習

刄

の
淳

洫
刄

が
中
学
2

年

生

、
弟
の
鬯
太
朗

く
ん
か
小
学
5

年

生
の
元
気
い
っ
ぱ

い
の
二
人
は

、
と

も
に
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
経

験
者
。

厚
さ
ん
は
中
学
1

年
の
と
き
、
1
0

泊
の
日
租
で

参
加

し
ホ
r
し
た
。「
行
く

前
は
生
き
て

帰
っ

て
こ
れ
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
不
安

に
思
っ
て
い
ま
し
た

。
で
も
、
9

』
う

は
空
気
も
い
い
し
。
涼
し
い
し
、
も
う

サ
イ
コ
ー
つ
て
い

う
鳳
じ
で
す
ね
。
夜

な
ん
か
、
麕
か
ら
星

が
い
ま
に
も
降
っ

て

き
そ
う
だ
し
、
流
れ
星

も
見
た
し

…
…
…

帰
っ
て

き
た
く
な
く
な
っ
ち
ゃ

い
ま
し
た
」

卮
太
朗
く
ん
は
、
昨
年
の
6

泊
の
日

程
で
し
た
が
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
ホ
ー
ム
シ

ッ
ク
に
か
か

っ
て
し
ま
っ
た
と
か

。「
で

も
、
楽
し
か

っ
た
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ

っ
た
よ
。
杤
万
の
小
学
生
と
の

交
流
会

で
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

、
あ

と
キ

ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
も
よ
か
っ

た
」
覃
で
は

毎
日
入
る
お
風
呂
も
、
キ

ャ
ン
プ
で
は
4

日
目
に
1

回
だ
け

。
で

で
y
。「

か
ま
ど
を
作
っ
て
、
そ
れ
で

食
事

の
準
髀
を
す
る
と
か
、
中
居
の

基
本
の
　

『
食
』
か
ら
入
っ
て
い
く
の
か
い
い
で

す
ね

。
生
水
は
腐
る
も
ん
な
ん
だ
、
な

ん
て
こ
と
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。あ
と
、

ク
マ

笹
で
ジ

ー
パ
ン
が
切
れ
て
し
ま
っ

た
こ

と
も
あ
り
、
自
然
の

力
の
も
の
す

ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
厚
さ
ん
。

「
夕
食
コ
ン
ク
ー
ル
で

作
っ
た
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
に
は
、
み
ん
な
の
汗
と
晨

が

入
っ
て
い
て
、
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た

よ
」
と

醗
太
朗
く
ん
は
笑
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
美
智
代
さ
ん
は
「
子
ど

も
の
発
艨
は
す
ご
い
で

す
か
ら
、
こ
う

い

う
貴
S
な
経
験
の
中
か
ら
、
何
か
あ

も
、
そ
の
気
持
ち

貝
さ
は
格
別
だ
っ

た
と
の
こ
と
。都

会
で
は
何
気
な
い

こ
と
で
も
、
自
然

の
中
で
は
意
外
な

専
ぴ
が
ゐ
る
よ
う

つ
た
と
き
に
素
早
く
勳
け

る
行
助
力
を

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
う
ち
は

家
族
で
よ
く
キ
ャ
ン
プ
に
で
か
け
ま
す

が
、
大
身
の
子
ど
も
た
ち
と
遇
ご
す
キ

ャ
ン

プ
の
中
で
、
様
々
な
発
見
か
あ
っ

た
よ

う
で
す
。
今
は
子
ど
も
が
行
き
た

く
て

も
、
覯
か
た
め
ら
ろ

時
代
。
こ
れ

は
い
け
ま
せ
ん
ね
」
と

旨
い
ま
す
。

「
と
に
か
く
東
京
で

味
わ
え
な
い
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
!

」
と
い
う
の
が
a

人

の
一

致
し
た
意
見
で
し
た
。

子
ど
も
が
好
き
　
仲
間
が
好
き

深
澤
正
博
さ
ん
　
(
中
央
本
町
四
丁
目
)

『
き
っ
か
け
は
、
小
学
生
の
と
き
の

子
ど
も
会
キ
ャ
ン
プ
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
お
兄
霈
刄

が
笂

』く
カ
ッ
コ

良

か
っ
た
か
叭
な
ん
で

す
」

そ
ん

な
動
機
か
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
研
蟒
を
受
け
た
原
罪
さ
ん
は
、

昨
年
高
校
夸
卒
業
。
現
在
は
青
年
ひ
I

ダ
ー
と
な
っ
て
、
子
ど
も
僉
キ
ャ
ン

プ

や
屬
勳
僉
な
ど
、
衂
毓
で
活
皿
し
て
い

ま
す
。
膏
年
リ
ー
ダ
ー
は
、
子
ζ
刄
に

直
接
指
導
す
る

。大
人
と
子
と
も
の

パ

イ
プ
F

で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

お
兄
さ
ん
的
存
在
。

『
研
修
会
に
は
、
遊
び
に
行
く
と
い

う
感
じ
で
、
い
や
な
こ
冫
ほ

な
か
っ
た

で
す
。
ほ
か
の
学
校
の
子
と
も
仲
良
く

な
れ
た
り
、
人
間
関

係
の
幄
が
広
が
り

ま
し
た
ね
」

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
y
過
励
し
て
い
る

今
、
友
遠
に
は
「
よ

く
や
る
ね
。
回
が

楽
し
い
の
i

」
と
い

わ
れ
る
そ
う
で

す

が
、「
や
っ
て
み
な
い
と

、
こ
の
桑
O
*
J

は
。わ
か
ら
な
い
。
や

っ
ぱ
り
、
子
ど
も

が
好

き
、
仲
聞
が
好

霤
な
ん
で
す
。
街

で
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
9
9

れ
た
り

す
る
と
、
う
れ
し
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す

ね
。
あ
と
思
う
の
は

今
の
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
で
こ
う
す
れ
ぱ
楽
し
い
と
考

え
ら
れ
な
い
。
常
に
受
け

身
な
ん
で

す
。

自
分
で

考
え
る
と
い

う
'
』
と
を
研
修
会

で
、
ぜ
ひ

身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い

」

子
と

も
た
ち
に
リ

ー
ダ
ー
と
い
う
感

じ
で
は
な
く

、
友
違
感
寛
で
接
し
て
い

る
と
い
う
劭

澤
さ
ん

。
こ
れ
か
ら
も
遊

び
を
と
お
し
て
い
ろ

ん
な
こ
と
を
伝
え

て
い

き
た
い
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た

。

私
た
ち
の
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

宮
本
幸
枝
さ
ん
　
(
青
井
三
丁
目
)

今

、
研
修
会
の
央
践
コ

ー
ス
に
参
加

し
て
い

盞

呈

さ
ん
は
、中
学
2
年
生
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
の
中
学
生
は
、
ア

シ
ス

タ
ン
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
と
し
て
、
A
I
C

コ

ー
ス
の
研
修
僉
や
地
核
の
行

亊
の

お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

研
修
会
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、

小
学
校
5

年
の
と
き
に
学
校
で
配
ら
れ

た
チ
ラ
シ
を
見
て
「
遊
ぴ
を
教
え
て
く

れ
忝
な
ん
て

、
何
だ
か
楽
し
そ
う
だ
か

ら
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
感
じ
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

「
爽
際
参
加
し
て
み
た
ら
、
よ
そ
の

学
校
の

友
逮
と
話
し
た
り

、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
す
る
の
か
楽
し
く
て
、
思
っ
て

い
た
と
お
り
で
し
た
。
あ
と
、
ほ
か
の

年
代
の
先
輩
`
尤
か
と
仲
良
く
な
れ
る

こ
仁

か
な
」
と
そ
の
魅
力
島
島
し
て
く

れ
ま
し
た
。

鳫
沼
の
キ
ャ
ン

プ
で
は
、
飯
ご
弓
妖

さ
ん
の
ご
飯
の

味
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と

か
。
か
ま
ど
で

科
理
す
る
の
が
大
好
き

で
、
傳
寒
な
メ
ニ
ュ

ー
は
カ
レ

ー
ラ
イ

ス
。
研
修
僉
の

楽
し
い
思
い
出
で

す
。

「ゲ
ー
ム
が
う
ま
く
て
、人
の
扱
い

も
う
ま
い
、何
で
も
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

に
な
り
た
い
で
す
ね
。
み
ん
な
の
y
瓦

な
相
破
に
も
の
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
宮

本
さ
ん
。

友
達
も
増
え
る
し
、
な
ん
と
い
っ
て

も

。
ま
る
ご
と
楽
し
い
'

と
、
そ
の
一

慧
に
つ
き
る
そ
う
で
す
。『
ぜ
ひ

、
い
ろ

ん
な
人
に
恭
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
i

と
、
目
を
皿
か
せ
て
話
し
て

く
れ
ま
し

た
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
…

千
住
本
庁
舍
・
少
年
育
成
係
へ

〒
1
2
0千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

地
域
と
家
庭
と
学
校
で

『い
じ
め
問
題
』を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

今

、
学
校
で
の
『
い
し
め
』
が
社
会
関
雎
に
な
り
て
い
ま
す

。
学
校
の
現
場

で
は
様
々
な
男
力

胥
羃
ね
て
い
ま
す
が
。
抱
え
て
い
る

す
べ
て
の
膝
題

を
学
校

だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
で
廖
ま
せ
ん

。

地
域
と
冢
既
が
学
校
と
璢
携
し

、
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
問
題
を
取
a

除
い

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す

。
そ
の
た
め
に
は
2

と

も
た
ち
が
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
何
か

、何
を
す
る
ぺ
き
か
」「
何
を
子
ど
も
自
身
の
判
断
に

薺
ね
る
か
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

、
共
通
の

視
点
に
立
ち

、
子
ど
も
の
自
立
と
社
会
性
を

育
ん
で
い

か
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

。

子
ど
も
た
ち
に
思
い
や
り
の
心

、
助
け
合
い
の
心
と
正
義
感
曇
育
て
る
こ
と

が

「
い
じ
め
」
の
克
服
に
つ
な
が
り
ま
す

。

地
域
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

青
少
年
対
策
第
1
3地
区
委
員
会
の
地
域
懇
談
会

「
み
ん
な
で
魎
ろ
う
『
い
じ
め
の
間

皿
』I
地
蛾
・
学
校
・
家
庭
の

連
携
―
」

を
テ
ー
マ
に

青
少
年
対
策
第
1
3旭
区
の

地
域
租
談
会
が
、
高
野
小
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
旭
区
で
は
今
ま
で

、
青
少
年
に

闘
す
る
様
4
な
事
集
に
取
ひ

粗
ん
で
き

`
r
だ
が
、
一
内
の
小
・
中
李
生
の
保

一

考
と
学
校
闘
係
者
、
地
核
の
方
々
に

よ
る

蓐
犖
僉
を
閧
く
の
は
初
め
て
の
賦

み
で

す
。
今
『
い
じ
め
』
に
つ
い
て

、

特
に
深
刻
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
わ

け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沺
人
近
く
の

夢
加

者
が
あ
っ
た
こ
と
は
。『
い
じ
め
』

か

身
近
な
問
題
と
し
て
、
非
常
に
高
い

関
心
事
で
あ
る
こ
と
が
冫
か
が
わ
れ
ま

す
。参

加
者
か
ら
は
「
い
じ
め
を
し
て
い

る

餬
に
罪
の
息
掀
が

な
い
こ

と
が
閭

瑠
」「
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
參
痼

解
す
る

こ
と
が
大
切
」
「
地
域
が
み
ん
な
の
学

校
、
み
ん
な
の
子
と
も
と
い
う
軍
職
を

持
と
う
」
な
ど
、
様
々
な
声
が
あ
り
、

活
発
な
愚
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
や
個
々
の
墹
だ
け
で
I
か
に
解

決
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
覯
が
共
通
の
立

珊
に
立
っ
て
取
ひ
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
ま

ず
、
地
域
社
会
が
子
ど
も
に
関
心
夲
痔

ち
、
地
域
、
学
校
、
軍
属
が
一
体
£
`

つ
た
'

地
域
の
教
育
力
の

向
上
'

が
必

齊
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た

。

ま

た
、
こ
の
懇
陝
会
を

教
齊
に
つ
い

て
の

悩
み
や

、
い
じ

め
問
題
で
心

を

痛
め
て
い
る
簟
既
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、
次
回
以

降
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
い
う
'
』
と
に

な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
、
一
緒
に
考
え

る
こ
ζ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

。

2月13日に行われた地域懇談会

こ
ん
な
兆
候
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
要
注
意
!

□
い

じ
め
に
あ
っ
て
い
ま
せ
ん
か

▽
学
校
に
行
さ
た
が
ら
な
い

▽
洋
服

が
破
れ
た
り
、
汚
し
た
り
し
て
帰
宅
す

る

▽
勧
を
顕
繁
に
な
く
す

▽
財
布

か
ら
お
金
が
抜
き
取
6

れ
る

▽
学
校

用
の

持
ち
軈
が
か
く
さ
れ
る

▽
つ
き

あ
う

友
達
が
賢
わ
り
、
夜

、一

話
で
呼

び
だ
さ
れ
る

□
い

じ
め
て
い
ま
せ
ん
か

▽
ち
ょ
つ
と
し
た
こ
と
で

、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る

▽
夜
の
外
出
が
多
く
、
夜

ふ
か
し
が
多
い

▽
服
装
が
乱
れ
、
言

葉
づ
か
い
が
乱
暴
に
な
る

▽
忘
れ
も

の
が
多
い

▽
友
適
に
も
ら
っ
た
と
言

つ
て
、
高
級
品
を
持
っ
て
い
る

▽
お

金
を
使
い
す
ぎ
る

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言

葉
が

邏
い
、
落
ち
善
き

が
な
い
な
ど
の

悩
み

に
つ
い
て

専
門
の
相
談
員
が
問
題
の
解

決
に
あ
た
ひ
ま
す
。

□
面
接
に
よ
る
相
談

区
内
3
ヵ
所
で
行
っ
て

い
ま

す
。

▽
教
育
研
究
所
収
育
相
駁
室

(
3
8
5
9
)
9
a
l

▽
綾
瀬
分

室
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

(
3
9
8
)
3
8
8

▽
鹿
浜
分
室
(

北
肩
黔
小

学
校
内
)

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

1

い
ず
れ
ヤ

ト

日
時
=
毎
週
月
皿
日
～
矗
日
、
午
前

9
睥
～
午
後
5
睥
(
祝
日
を
除
く
)

□
一

諾
に
よ
る
椙
談

日
時
1
毎
週
月
皿
日
～

錨

日
、
午
加
9

時
～
午
硬
4

時
釦
分
(
祝
日
を
除
く
)

▽
教
育
研
曳
所
教
胄
相
破
室

(
3
8
8
4
)
7
1

気がついたらすぐ相談を
いじめ110番
( 3882) 1170
月曜日～金曜日( 祝日を除く)

、

午 前9 時～午後4 時30分

〈 教育委員会指導室〉

ご
家
族
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い

第
2
土
曜
日
　
区
の
施
設
無
料
開
放

第
2

・
集
4
土
曜
日
に
区
立
小

・
中

学
校
が
休
み
に
な
っ
て
は
や
1

年
。
ゆ

と
り
の
時
間

を
ど
う
過
ご
し
て
い
ま
す

か
。区
で

は
、″
(の
施
設
に
つ
い
て

第
2

土
曜
日
に
限
り

、終
日
、区
民
の

力
(
大

人
・
子
ど
も
を
問
わ
ず
)
に
無
科

開
取

し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ

、ご
利
用

く
だ
さ

い
。

▽
温

水
プ

ー
ル
(
千
住
・
竹
の
椒

・
東
綾
瀬
)
▽
公
園
プ
ー
ル
(夏
季
)

▽
中
央
本
町
プ
ー
ル
(夏
季
)
▽
東
綾

瀬
公
園
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
(
冬
季
)

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
地
域

体
爾
館

▽
こ
芦
茗
科
学
館

▽
郷
土

溥
物
館

▽
生
物
園

問
先
=
千
住
本

庁
合
・
生
涯
教
育
推
進
藤
計
匪
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

第
1
期
の
地
域
で
は
、今
年
中
に
放
送
開
始
予
定

都
市
型
C
A
T
V
(
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
)

幹
線
工
事
に
着
手
し
ま
す

旆
毓
に
密
着
し
た
貴
報
通
信
系
盈

の

塵
爾
と
中
高
一

ピ
ル

等
に
よ
る
テ
レ
ビ

一
一

波
の
受
信

障
害
の

解
消
を
図

る
た

め

、
本
年
4

月
以
降
に
旃
―
期
工
事
に

一

手
し
ま
す

。
エ
S

は
5

朋
に
分
け

、

今
晩

、5

年
の
う
ち
に
区
内
全
斌
で
ケ

ー
プ
ル
テ
レ
ピ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
予

定
で
す

。

□
放
送
内
容
(
予

定
)

▽
阿
送
信
サ
ー
ビ
ス
は
都
内
の
I

・
3
　

・
4

・
6

・
8
・
1
0
・
1
2
の
各
チ
ャ
ン

ネ
ル
、
取
送
大
学
、
M
X

テ
レ
ビ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
チ

ャ
ン
ネ
ル
等
の
計
1
1チ

ャ
ン
ネ
ル

▽
ベ
ー
シ
ッ
ク
(

基
本
)

サ
ー
ビ
ス
は
再
送
信
の
ほ
か
B
S
I

、
B
S
2

、
ニ
ュ
ー
ス
・
映
画
・
音
桑
・

ス
ポ
ー
ツ

等
専
門
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
3
3

チ
ャ
ン
ネ
ル

▽
有
科
チ

ャ
ン
ネ
ル

は
W
O
W
O
W

を
含
む
7
チ

ャ
ン
ネ
ル

□
利
用
料
金
等

▽
加
入
金
・
・・
3
万
円

、
た

だ
し
放
送
開

始
前
に
契
約
す
れ
ば
無
科

▽
利
用
科

・
:
再
送
信
は
毎
月
聊
円
(
一
世
帯
あ
た

り
)
/
ベ
ー
シ
ッ
ク
は

毎
月
3

千
円
(
ホ

ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
L

台
あ
た
り
。
2

台

§

か
ら
平

翻
)

※
N
H
K

等
蓍
科
・
N
H
K
-

て
い
ま

せ
ん

▽
欅
篳
宅
内
工
事
!

・
i

万
i

千
円

・

契
約
の
申
し
込
み

区
内
の
一
器
店
ま
た
は
ケー
ブ
ル
テ

レ
ビ
足
立
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
申
・

問
先
-
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立
〒

囹
綾
瀬
2
-
2
8

～
6
第
三
山
崎
ピ
ル
4
F
?
5
6
8
0
)
8
0
8

※
区
で
は
、都
市
型
c
A
T
v
の
幹

線
工
一
と
圜
時
に
、原
因
者
の
特
定
で

忝
な
い
テ
レ
ビ
ー
肢
の
受
信
陣
害
地
域

の
幹
線
工
事
を
央
施
し
て
い
き
ま
す
。

m
i
'
新
た
に
賢
信
障
害
の
原
因
と
な

る
建
物
等
の
蕩
集
主
の
た
め
に
、
「
原
因

者
負
衵
萠
度
峇
制
冢
y
る
予
定
で
す
。

制
廩
に
つ
い
ア
a
l
月
発
行
の
あ
だ
ち

広
報
で
お
知
ら
せ
し
宋
y

岡
先
一

千

住
本
庁
合
・
企
画
部
副
参
事

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

5期5 年の地域割および放送閲始の
スケジュールは次のとおりです。
第1期8年中放送蜀始予定( 対象地　　

斌・・・千佳地区、足立- ～四丁目。
西後顧- ～四丁目)

第2 期9 年中放i餮開始予定
篥3 期10 年中放送開始予定
第4 期n 年中放送開始予定
第5 期12 牢中放送開始予定
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干住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す

対
象
=
心
身
の
衰
え
や
障
害
な
ど
に
よ

り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
陣
の
あ

る
、
お
お
む
ね
6
5鎭
以
上
の
方
、
ま
た

は
重
度
の
心
身
障
害
者
(
児
)
の
い
る

衣
庭
で
、
衣
族
で
の
介
護
が
困
雛
な
方

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
=
食
事
の
世
話
/
衣

類
の
洗
浬
、
補
修
/
住
居
の
掃
除
、
整

理
螫
と
ん
/
身
の
回
り
の
世
話
/
生
活

必
需
品
の
買
い
物
/
医
療
機
関
と
の
違

絡
/
通
院
介
助
/
官
公
署
等
の
手
続
き

代
行
な
ど
派
遣
時
間
1
1
回
あ
た
り

原
則
3
時
間
で
週
2
4
時
間
を
限
度
※

介
霞
を
し
て
い
る
方
が
休
養
を
と
っ
た

り
、
公
的
行
事
等
へ
参
加
す
る
場
合
に

も
利
用
で
き
ま
す
(
年
間
3
6
時
間
を
限

度
)
派
遣
時
間
帯
―
午
前
9
時
～
午

後
5
時
(
た
だ
し
、
食
事
・
排
せ
つ
・

通
院
・
一
替
え
の
介
助
等
、
特
別
の
必

要
が
あ
る
一
合
は
、
午
前
7
睥
～
9
時
　

(
早
朝
)
、
午
後
5
時
1
9

時
(

夜
間
)

の
派
遣
も
あ
り
ま
す
)

※
世
帯
の
収

入
に
応
じ
て
費
用
の
負
担
が
あ
り
ま
す

申
・
間
先
―
各
福
祉
事
務
所
(

衰
―
)

衷1 簒祉事嘉所一貫 くわしくは、1 面をご貰ください

「
(
親
)
医
療
証
」
を

お
持
ち
の
方
へ

7
年
度
中
に
1
8
鐡
に
な
っ
た
お
子
さ

ん
(
昭
和
堅
T
月
2
日
～
5
3
年
4
月

1
日
生
ま
れ
)
の
@
医
康
証
(
ひ
こ
り

観
医
凍
証
)
の
有
効
期
限
は
3
月
3
1
B

ま
で
で
す
(
1
8
纔
に
な
っ
た
お
子
さ
ん

と
申
請
者
の
み
で
医
凍
証
を
お
使
い
の

場
合
は
、
3
月
3
1
日
で
申
請
者
の
受
給

責
格
も
な
く
な
り
ま
す
)
。
な
お
、
お
子

さ
ん
が
障
害
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
。

お
子
さ
ん
の
2
0
畿
の
竃
生
日
前
日
ま
で

使
え
搴
y
。
問
先
一
千
住
本
庁
舎
・

児
童
医
療
係

一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す

老
人
医
療
受
給
者
証
・
(
福
)
医
療
証

4
月
1
日
か
ら
、
病
院
等
で
受
診
し

た
と
き
に
支
払
う
一
部
負
担
金
の
額
が

変
わ
り
ま
す
(
責
2
)
。
病
院
等
で
受
診

す
る
と
き
は
健
康
保
険
証
と
、
老
人
医

馥
受
給
者
証
ま
た
は
@
医
療
証
を
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
1
千

住
本
庁
舍
・
高
齢
者
医
療
係
(
4
月
1

日
以
降
は
医
療
助
成
係
)

表2 一部負担金

戦
没
者
等
の
妻
・
父
母
の
方
へ

特
別
給
付
金
の
請
求
期
限
は
、
5
月

一丿
日
で
す
。

□
戦
没
者
等
の
妻

∇
第
1
7回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

対

象
l
第
m
一回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
を

受
給
し
た
戦
没
者
等
の
妻

支
給
一
!

Ⅲ
万
円
(
1
0年
償
還
の
国
庫
債
券
)

□
戦
没
者
の
父
母

▽
第
1
6回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

対

象
=
第
1
4回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
を

受
給
し
た
峨
没
者
の
父
母

支
給
額
-
9
0

万
円
(
5
年
償
還
の
一
章
債
券
)

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=

区
内
に
住
所
が
あ
り

、
昭
和
5
3

年
4

月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

(
障
害
の
あ
る
児
童
は
一
心一
歳
1
1
ヵ
月
ま

で
)

を
養
膏
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で

、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
…
離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1

年
以
上
の

遺
棄
ま
た
は
1

年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
奈
等
で
父
不
在
/

婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
生
ま
れ
た
児
竃
で
父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
た
め
父
不
在
/

父
に
重
度
の

陣
害
が
あ
る
方
(
身
体
障
唇
者
手
帳
1

・
2
級
極
度
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る

場
合
I
所
博
制
限
以
上
の
収
入
が
あ
る

と
き
(
本
人
お
よ
び
同
居
の
扶
養
義
務

者
)
/
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と

き
/
児
童
が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的

年
金
を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
/
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
'
9と
き
/
昭
和
6
0年
8

月
1
日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す

る
よ
う
に
な
っ
た
方
が
5
年
以
上
前
求

し
な
か
っ
た
と
き

手
当
額
(

月
額
)

―
全
額
支
給
対
象
者
…
4

万
1

千
3
9
0円
/

一
部
支
給
対
象
者
…
2

万
7

千
膳
円
/

児
童
が
複
数
の
と
き
の
X

人
目
…
5

千
円
、
―
人
目
以
降
…
3

千
円
を
加
算

一

児
童
育
成
手
当

対
象
―
昭
和
5
3
年
4

月
2

日
以
降
生
ま

れ
で

、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
(

障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9
歳
1
1
ヵ

月
ま
で
)

を
養
育
し
て
い
る
方
…
父
母

が
離
婚
/

父
ま
た
は
毋
が
死
亡

、
あ
る

い
は
生
死
不
明
/
父
ま
た
は
毋
に
1

年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/

父
ま
た
は
毋

が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

児
童
で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
/

父
ま
た
は
毋
に
皿
度
の
障
害
が
あ
る

方
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程
度
)

手
当
額
(
月
額
)
=
1
万
3
千
円

※

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
状
況
に
よ
り

申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

1

い
ず
れ
も
卜

申
・
問
先
よ
i

本
庁
舍
・
児
童
助
成

佩
(
4
月
1
日
以
降
は
児
童
手
当
係
)

身
体
障
害
者
の
方
へ

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す

対
象
―
区
内
に
住
所
が
あ
り
次
の
身
体

陣
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
…
▽
下
肢

良
た
は
体
幹
権
能
陣
客
の
1
1
3
級

▽
視
覚
陣
害
ま
た
は
内
部
障
害
の
1
級

※
た
だ
し
、
自
励
車
燃
料
費
の
助
成
を

受
け
て
い
る
方
を
墜

篆
す

申
込
―

身
体
陣
害
者
手
帳
・
印
か
ん
を
窓
口
に

持
参

交
付
日
1
4
月
1
0日
～
り一日

柬
交
付
日
に
お
い
で
に
な
れ
な
い
方
は
4

月
1
5日
以
後
随
時
交
付
し
ま
す

申

・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
佩
(
4

月
1
日
以
降
は
在
宅
福
祉
佩
)
ま

た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

個
人
事
業
主
の
方
へ
足
立
区
生
業
資
金

対
象
1

般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
離
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
、
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
嗣
た
す
方
…
区
内
に
1
年

以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住

民
登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま

た
は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
灣
納
し

て
い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
I

人
い
る

貸
付
額
=
―
世
帯
1
5
0万円
以

内
(
予
定
利
率
1
.
9
%、据
置
期
間
中
は

無
利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据
え

置
き
後
6
0回
元
利
均
等
僕
還

申
込
=

申
込
S
を
窓
口
に
持
参
(
用
紙
は
区
民

亊
務
所
、
福
祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
。

用
紙
交
付
は
4
月
1
日
か
ら
)
受
付

期
間
I
4
月
8
日
～
1
9
日
東
次
回
の

賃
付
は
、
8
年
7
月
中
旬
に
受
付
を
予

定
し
て
い
ま
す

申
・
問
先
1
千
住
本

庁
舎
・
貸
付
佩

● 幼児と
お

母 さんの友だ ち づく り

●
下 表 の グ ル ープ で は

、
親 子の 友 だ ち づ く

り や 楽 しい 活 動 を 行 っ てい ま す。 く わ しく
は 、 各 施 設にお 問 い 合 わ せ くだ さ い 。

幼児グループ実施一覧

臨
時
職
員
募
集

□
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
-
2
0
鎭～
4
0
畿
く
ら
い
の
方

内
容
=
心
身
障
害
者
の
生
活
指
導
な

ど
の
訓
練
期
間
-
4
月～
9
月

助
務
時
間
1
月～
金
曜
日
、
午
前
m一

時
4
0分～
午
後
3
時
4
0分

定
員
―

冫
人

報
酬
1
時
給
7
9
0円

申
・
問

先
―
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

一
綾
瀬
福
祉一

対
象
―
で
き
れ
ば
保
母
資
格
を
有
す

る
4
0
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
内
容
l

a
度
知
的
発
進
障
害
者
の
指
導
な
ど

期
間
I
4
月
～
9
月
助
務
時
間
9

月
L
金
一
日
、午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
1
5分

定
a
l
L
人

報
酬
1

時
給
膤
円
ほ
か
交
通
費

申
先
―

綾
瀬
福
祉
圃

(
3
6
0
5
)
7
1
8
7

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
課
針
図

調
整
佩(

3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ひ
ろ

ば

―
催
し
物
―

☆
第一
期
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
4

月
1
1・
2
5日
、5
月
9
・
2
3日
、6
月
1
3

・
2
7日
、
い
ず
れ
も
午
後
6
時
3
0分
1
8

時
3
0分
/
千
寿
第
三
小
学
校
体
育

館
/
1
6歳
以
上
の
区
民
(
初
心
者
歓
迎
)
/

哨
円
/
上
ぱ
き
用
運
動
靴
持
参
/
足

立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
・
長
谷
郡

　
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
江
北
五
色
桜
フ
″
-
ク
ダ
ン
ス
愛
好

会
・
初
心
肴
教
室
4

月
2
0日
か
ら
1
0

回
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/
江

北
小
学
校
体
育
館
/
3
千
円
/
ゴ
ム
底

室
内
ぱ
き
使
用
/
島
村

(
3
8
9
8
)
7
3
5
7

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
4
月
M
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
(
爾
天

の
場
合
2
1日
)
/
し
ょ
う
ぷ
沼
公
園
/

子
供
用
品
の
出
店
者
も
募
集
(
出
店
料

鰤
円
)
/
榎
本
(
正
午
1
年
後
L
時
受

付
)

　
(
5
6
8
2
)
0
2
7
9
6

☆
手
話
講
習
会
(
初
心
者
)
4

月
3

日
か
ら
毎
週
水
曜
日
、
午
後
7
時
～
8

時
4
5分
/
亀
有
北
集
会
所
/
半
年
緊
円

(テ
キ
ス
ト
代
自
弁
)
/
往
復
(
ガ
キ

で
申
し
込
み
/
小
林

〒
1
2
0
大
谷
田
2

　
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

☆治療食( 肥満) 料理教室3月30日( 土) 、午後1時～4時/エル・ソフィア/実費( 5001円程度) /田代　3860―4386
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税

金

お
持
ち
で
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
?

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
に

バ
イ
ク
や
軽
自
助
車
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
励
機

付
自
転
車
や
軽
二
・
三
・
四
輔
車
、
二

軸
小
型
自
励
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
を
す
れ
ば
8

年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
対
象
1
1盗
難
に
あ
っ
て
見
{
ぶ
っ

て
い
な
い
方
(
一
察
に
盗
難
届
を
出
し

て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け
出

を
し
な
い
で
誤
っ
た
り
、
充
っ
た
り
し

た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
方

間
先
―
表
3

表3 問い合わせ先一覧

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

7
年
度
の
特
別
区
民
税
・
都
民
税
と

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が
す
で
に
過
ぎ

て
い
ま
す
。ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、

至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
を
過

ぎ
る
と
延
濳
金
(
年
率
1
4・
6
%
)
が

加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
理
由
な
く

納
め
な
い
場
合
は
、
差
し
押
さ
え
な
ど

の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
特
別
な
事
情
で
納
め
る
こ
と
が

困
雛
な
場
合
や
不
明
な
点
が
あ
る
方

は
、
至
急
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付

先
―
各
区
民
事
務
所
、
納
税
課

問
先

―
中
央
本
町
庁
舎
・
納
税
第
一
佩
・
第
二

係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

年

金

会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
の
方

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

□
第
3
号
被
保
険
者
届

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
2
0旒
以
上
6
0

歳
禾
満
の
配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の

第
3
号
被
保
険
者
届
が
必
要
で
す
。

※
保
険
料
は
、
夫
(
妻
)
が
加
入
し
て

い
る
年
金
制
度
で
負
担
す
る
の
で
。
ご

自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

□
種
別
変
更
届

次
の
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
種
別

が
倉
5
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
つ

ど
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
夫
(
妻
)

が
退
職
や
転
職
し
た
と
き

▽
夫
(
妻
)

の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き
(
収
入
が

増
え
た
と
き
・
離
婚
し
た
と
き
)

ま

だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い
方
は
、
区
民

事
務
所
ま
た
は
国
民
年
金
屎
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

8
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
一
(

前
期
分
)
を
4
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
。
前
納
割
引
納
付
S
(
1
年
分
・
6

ヵ
月
分
)
と
各
月
別
の
納
付
S
(
4
月

～
9
月
分
)
が
一
緒
に
つ
づ
ら
れ
て
い

穿
歹
。
切
ひ
雕
さ
ず
に
、
金
融
機
関
や

国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
―
▽
1

年
分
前
納
・
a
ヵ
月
分
前
納
…
4
月
3
0

日

▽
毎
月
分
…
翌
月
の
末
日

問

先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

4
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
月

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、4
月
1
1日
か
ら
指
定
の
郵
便
局

で
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、4
月
は
老
齢
福
祉
年
金
証
s
(

手
帳
)
を
国
民
年
金
驟
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
時
期
で
す
。
年
金
を
お
受
け

取
り
に
な
っ
た
ら
至
急
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

郵
便
局
に
持
参
す
る
も
の
1

年
金
証
S
(
緑
色
の
手
帳
)
/
印
か
ん
(

代
理
人
の
場
合
は
、代
理
人
の
印
か
ん

も
)

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
4
月
3
日
(
水
)
、午
前
1
0時
1

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
―
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
区

内
に
住
ん
で
い
る
方
(
外
国
人
を
含
む
)

は
、
万
一
の
病
気
や
ヶ
ガ
に
蠏
え
て
、

必
ず
公
的
な
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
勤
務
先
の
健
康
保

険
等
(
社
会
保
険
等
)
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入

が
必
要
で
す
(
た
だ
し
、
生
活
保
霞
受

給
の
方
は
除
く
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
紋
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家
族

の
方
は
、S
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ

た
堤
合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌

日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す

が
、
医
療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は

原
則
と
し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の

で

、早
め
に
手
管

筌

し
て
く
だ
さ
い

。

申
込
―
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証

明
一
(

資
格
喪
失
証
明
一

、
離
職
果
、

退
職
証
明
一

な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確

認
で
糞
る

も
の
)
/

届
出
人
の
印
か
ん
/

届
出
人
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
(

運
転
免
杵
証
な
ど
顔
写
真
付

き
の
も
の

。
た
だ
し

、
お
持
ち
で
な
い

方
や
代
理
人
の
場
合
は
不
要
)
/

家
族

が
す
で
に
国
民
億
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
は

、
・
i一
民
健
康
保
険
証
/
7
0

歳
未
満
の
方
で

、
厚
生
年
金

、
共
済
年

金
(
S

民
年
金
を
除
く
)
の
受
給
者
は

、

年
金
証
S
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
S

を

窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)

の
場
合
や
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

な
い
と
き
は

、
保
険
証
は
翌
日
郵
送
と

な
り
ま
す

。

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た
に
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

会
社
等
か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何

も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き
を
し
な

い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
動
務
先
の

健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
届

出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
)
。

-
い
ず
れ
も
卜

※
変
更
後
1
4日
以
内
に
手
統
き
を
し
て

く
だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
―
中
央

本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

も
う
1
枚
の
保
険
証
(
学
)
・
(
遠
)
の
保
険
証

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
、
家
族

の
一
部
が
就
学
、
出
張
・
旅
行
な
ど
で

住
ま
い
を
離
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
方

の
保
険
証
を
家
族
と
分
け
て
別
に
お
渡

し
し
ま
す
。

□
@
(
学
生
用
)
の
保
険
証

お
子
さ
ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て

就
学
す
る
と
き
、世
帯
主
が
そ
の
方
の

生
活
費
等
を
援
助
し
て
い
る
場
合
に
、@

保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
l

国
民
健
康
保
険
証
、
届
出
人
の
印
か

ん
、
在
学
証
明
S
(
学
生
証
も
可
。
区

外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
と
き
は
、
住

民
票
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
)
を

窓
口
に
持
参

□
@
(
還
隔
地
用
)
の
保
険
証

家
族
の
方
が
旅
行
・
出
張
で
1
ヵ
月

以
上
、2
3
区
外
に
離
れ
る
と
き
や
、足

立
区
外
の
施
設
に
入
所
す
る
場
合
に
、@

保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込

―
国
民
健
康
保
険
証
、
届
出
人
の
印
か

ん
、
施
般
入
所
の
場
合
は
入
所
証
明一
(

区
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
と
き
は
、

住
民
票
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
)

を
窓
口
に
持
参

□
い
ず
れ
も
卜

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦

課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
葬
儀
を
し

た
方
に
葬
祭
費
と
し
て
5
万
円
を
支
給

し
ま
す
。
た
だ
し
、
交
通
事
故
・
傷
害

な
ど
の
第
三
者
行
為
や
公
害
病
等
が
原

因
で
死
亡
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
=
国
民
健

康
保
険
証
、
葬
鍍
の
領
収
書
(
コ
ピ
ー

不
可
)
、葬
儀
を
し
た
方
の
印
か
ん
を
窓

口
に
持
参

期
限
―
葬
儀
の
日
か
ら
2

年
間

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
給
付
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

公
園
・
児
童
遊
園
等
の
管
理
が

水
と
緑
の
公
社
に
変
わ
り
ま
す

4
月
1
日
よ
り
区
立
の
公
園
・

児
童
遊
園
・
公
衆
便
所
の
維
持
管

理
業
務
を
水
と
緑
の
公
社
が
行
い

ま
す
。

公
社
業
務
l
清
掃
・
除

草
、
樹
木
の
せ
ん
定
等
管
理
、
ブ

ラ
ン
コ
や
砂
場
な
ど
の
点
検
・
修

理
、
自
主
管
理
公
園
等
の
推
進

※
公
園
等
の
新
設
、大
規
模
改
修
、

占
用
杵
可
に
つ
い
て
は
従
采
ど
お

り
公
園
驟
が
行
い
ま
す

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
公
園
驟

(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

水
と
繖
の
公
社

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

3
月
3
1
日
で
事
業
終
了
　
補
助
1
3
8
号
線
地
区

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

区
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」の
一
環
と
し
て
、
大
貫
火
災
時
の

安
全
な
「
避
難
路
」
や
「
延
焼
遮
断
帯
」

を
整
備
す
る
た
め
、
都
市
防
災
不
燃
化

促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
亊

業
は
、
不
燃
化
促
進
区
域
内
で
事
巣
実

施
期
間
中
、
一
定
の
基
凖
に
あ
っ
た
不

儁
建
築
物
を
建
て
る
方
に
工
事
費
の
一

部
を
助
成
し
、
建
物
の
不
燃
化
を
促
進

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
区
域
内
で
建
物

を
建
て
ぷ
つ
と
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
、

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、

建
築
工
事
着
手
ま
で
に
、
助
成
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で

、
ご
注
意
く
だ

さ
い

。
な
お
、
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

は
、
現
在
下
図
の
9
地
区
で
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
補
助
跏
号
線
地
区
は
3

月
3
1日
で
事
業
終
了
と
な
り
ま
す
。
助

成
対
象
と
な
る
の
は
、
事
業
終
了
日
に

完
成
し
て
い
る
建
物
で
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い

。

※
不
燃
化
促
進
区
域

と
は
、
指
定
路
線
の
遭
路
の
両
側
か
ら

お
お
む
ね
3
0
m以
内
の
区
域
、
お
よ
び

中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域
で
す

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く
り
課

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

不燃化促 進区域図

ご存
じ
で
す
か
区
民
葬
儀

区
で
は
、
軽
い
負
担
で
簡
素
な
葬
儀

を
望
む
方
に
、
区
民
葬
儀
利
用
劵
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

発
行
場
所
―
中
央

本
町
庁
舎
・
戸
籍
課
、
千
住
区
民
事

務
所

申
込
―
死
亡
診
断
S
(
死
亡

届
)
、ま
た
は
火
葬
許
可
S
を
提
示
し
て

葬
儀
券
を
受
け
と
り
、
区
民
葬
儀
取
り

扱
い
業
者
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

費
用
―
葬
祭
具
、霊
柩
(
れ
い
き
ゅ
う
)

車
、
火
葬
な
ど
の
ラ
ン
ク
に
よ
り
約
1
2

万
円
か
ら
3
0万
円
の
範
囲
で
選
べ
ま
す

※
こ
の
ほ
か
に

、
諸
経
費
、
消
費
税

が
必
要
に
な
り
ま
す

問
先
―
中
央
本

町
庁
舎
・
戸
籍
課

(
3
8
8
0
)
5
0
5
1

☆ビギナーエアロビクス無料講習会　4 月10・17日、午前1( l縟/ 梅島住区センタ ー/ 子ども 連れ可/ 久木崎 　5686- 12T6
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4
月
5

日

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
全
館
オ
ー
プ
ン

4
月
5
日
か
ら
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
が
全
館
利
用
で
き
ま
す
。
※
4

月
4
日
ま
で
は
、
全
館
休
館
で
す
。
な

お
、
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
保
養

所
等
施
設
の
受
付
業
務
は
。
3
月
'
‘
日～

2
9日
を
除
き
平
常
ど
お
り
行
っ
て
い

ま
す

問
先
1
千
住
本
庁
舍
・
体
育
管

理
£

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

有料広告を募集
「リブ・イン( わたしの便利帳)」

区
で
は
、「
リ
ブ
ー
イ
ン
(
わ
た
し
の

便
利
帳
)
」
を
2

年
ご
と
に
発
行
し
、
各

世
帯
に
配
布
し
て
い
家
f
'
。
リ
ブ
ー
イ

ン
は
、
一

ら
し
に
必
要
な
区
役
所
で
の

手
続
き
な
ど
、
役
に
立
つ
情
報
が
藹
載
。

今
秋
に
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
。
企
業
な
ど
の
広
告
を
有

料
で
掲
載
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

広
告
掲
載
基
準

▽
掲
載
ペ
ー
ジ
・・・
衷
2

・
3
お
よ
び
本

艾
中
の
指
定
ペ
ー
ジ
。
希
望
の
ペ
ー
ジ

が
S
複
し
た
一

合
は
調
塵
の
う
え
掲
載

▽
本

紙
サ
イ
ズ
・・
Å
4

版

、
本
文
以

ペ
ー
ジ
(

予
定
)

▽
規
格
・
掲
載
料

・・・
右
衷

▽
ご
希
望
の
方
に
は

。
実
費

で
版
下
を
作
成
し
ま
す

※
2

色
は
寡

文
と
同
色
。
色
は
未
定

圖
掲
載
で
き
な
い
も
の

リ
プ
ーイ
ン
の
公
共
性
、
そ
の
他
品

位
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

▽

風
俗
営
巣
等
の
規
制
お
よ
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
1
・一に
掲
げ

る
営
業
に
該
当
す
る
も
の

▽
馼
治
活

励
、
宗
教
活
励
。
憲
見
広
告
、
個
人
重

伝
に
か
か
わ
る
も
の

▽
そ
の
他
ひ
ブ

ーイ
ン
に
掲
載
す
る
広
告
と
し
て
妥
当

で
な
い
も
の

発
行
予
定
都
数
-
2
9万

部

申
込
―
広
報
課
所
定
の
用
紙
に
記

入
の
う
え
郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

期
限
-
4
月
2
2日
消
印
有
効

申
・
問

先一
千
住
本
庁
舍
・
広
報
課

〒
1
2
0千

住
1
1
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
L

㈹

掲載広告の規格・掲載料

注) 表2 ・・・表紙の裏、表3 …裹表紙の裏

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口( 8 年3 月1 日現在)
世・ 帯262, 057
人・ 口637, 488 人

男323, 119 人
女314, 369 人

水 上 バ ス の 旅

あだ ち

リバーウォッチング
日時- j 1月21日( 日) 、午前1( l 睹～
午後5睥30分場所一千住● 町船
着場～岩渕( いわぷち) 水門～千
住新橋回り～秋ヶ瀬( さくら草ま
つり見学) ～千住対象一観光協
会会員と蒙籏および区民 定員- 100
人箍席( 抽選) ・ 用- E 　観光

協会会員 … 3, 000円l > 会員家 族
… 3, 500円 【>- 一般・・・4, 0001円( い
ずれも昼食付き、当 日摺恤で支払
い) 申 込一往復ハガキに希望者

全員の住所、氏名、1年齢、電話番
号、会員・会艮家族・一般の別。
「リバーウオ ッチング希望」と明
記( ハガ キ1 枚で3 人 まで申し 込
み可) ※ 返僧ハガ キの 麌にも住
所、氏名を配入。 重檐申し込みは
無効 期限=4 月1 一日消印有効
申・問先 一鰛光協為リパ ーウオ ッ
チン・グ犢当( 中央本町庁舎・廠●
振興課内) 〒|・中央本町1- 17- 1

　3880 ―5191

第10回
足立区観光写真
コ ン ク ー ル

審査結果と入選作品の展示
今回はZ31
点の応

募 が あ
り、次の
方々が入
選しまし
た( 敬称
略) 。
推薦( 区長賞) 一清野一嘉( 綾瀬
六丁目) 特選( 観光協会会長賞)
一石井宏美( 千住一丁目) ・戸田
栄作( j 匕区栄丗丁) 準特選一栗原
溥成( ==F住河原町) ・飯田芳正( 花
畑五丁目) ・遠山金司( 帛花畑三
丁目) ・三谷膺( 中川四丁目)
入遇一鈴木英子( 六木二丁目) ほ
か9 人 佳作一佐藤孝( 綾瀬二丁
目) ほか14人
入選作品を次のとおり晨示しま

す。期間- 4月9日～16日場
所一中央本町庁舎1 階ロビ ー 間
先一観光協会事務局
3880- 5191

推薦作品

参加 者募 集 第40回記念区民芸能大会
日時- 5月18日( 土) 、午前1( 碑～
午後5 時( 予定) 場所一竹の獵
センタ ーM4 掻資格一観光協会会
員( 家族) または区民 ※ 遇去3 年
間の大会優秀賁・前大会優良賞受
賞者を除く/ 佃人を原則とし、団
体の場合は10人以内/1 人1 種目
募窰細目等- c> 歇の部( 歇昜曲 ・
民艶) ・・・60組c> 踊りの部… 3n組
費用- 1 人あたり 会員1, 000 円 、

会員家族1, 500円、一般2, 0001円
申 込一申 込書に切手80円を添え事
務局へ持 参または家4婪 期限- 4
月8 日消印有効 ※ く わしくは、
観光協会 事務局・各区民事務所に
ある申込書、要綱をご覧ください
申 ・問先一 観光 協会事 務局( 中
央太庁庁舎・産業 振興課内) 〒120
中央掌町1- 17- 1
3880―5191

消費生活問題調査研究グループ募集
消費生活における身近な関 題や
商品について、調査や研究をする
グループを募集し ます。 対象一
区内在住者を主体とする5 人以上
のグループ 期間- 1 年 内容-

グ ループごとに活励し、結果を報

告( 報告は冊子にまとめます)
助成泰一年間3万円まで募集数
- 11グループ( ● 類審査) 募集
期間- 4月1日～12日申・間先
一消費者センター
3880 ―5385

鹿 沼野 外レクリエ ーションセンタ ー

7・8月分利用申 込み
利用日数- 2 泊3 日まで 対霞一
区内在住・在勤の方 申込一往復
ハガキに 「鹿沼野外レクリエーシ
ョンセンタ ー」、団体 名、代表者の
住所・氏名・S 話番号、利用人数
を明記( 1 団体1 通に限る、重複
申し込みは無効) 期限- 4 月15
日必着 受付番号抽選日- 4 月17

日、午前9 時から千住本庁舍6 階
会議室 受付日等- 4 月27日、ギ
ャラクシティ ※ 抽選で決定した
受付番号順に希望日を受け付けま
す 申 ・問先一千住本庁舎・体育
管理佩 〒I跨千住1 ―4 ―18
3882 ―1111㈹

フ リ ーマ ーケッ卜出店者募集
今回は自動車での出店ができます

日時- 4月14日( 日) 、午前1( 鋳～
午後2 時( 雨天時 は4 月21日に諞
延) 場所一本木1- 3 対象一
区民( 出店物品 の販売を事業およ

び副業としている方は不 可) 区
画数- 30 区画程席( 抽 選) ※ 1
区画は2, 5mX7m 糒席( 卑1台を含
む) 出店*4=1, 0〔X〕円 申込一往
復ハガ キに住所、氏名、年齢、電
話番号、出店する物品の種類( 薬

品・食料品 ・動物・品質保証ので
きないものは不可) を 明記 ※ 1
世帯1 通のみ有効 期限- 3 月30
日消印有効 申・問先 一足立区リ
サイクル椎盡員フリ ーマーケ ット
実行委員会事務局( 中央本町庁舎
・リサイクル推進課内) 〒120中

央本町1 ―I T―1
3880 ―5206

団 員 募 集

青少年洋上セミナー
都が実施する青少年洋上セミナ

ーに、区内在住の高控牛を推薦し
ます。多くの出会いを求めて、16
日間の船旅にチャレンジしてみま
せんカ丶対象一区内に1年以卜
在住の高校生/地核でボランティ
ア活動、青少年活動等を積極的に
行っていて、今後も継餽して活動
を続けられる方( 遇去に他の公的
な攤外派逾事業に参加した方を除
く) 日程- 7月21日～8月5日
訪同国一中華人民共和国推薦
人数- 4人個人負桐侖- 3万円
申込期間- 4月10日～21日申
・問先一青年センタ ー
98S薹1- f Xl i l

陣 川戸 公園( 保木間五丁目)

・休園のお知らせ・
園内改良 工事のため、4 月中旬
から12月末ごろ まで利用でき ませ
ん。 間先一中央本町庁舎・公圃
課 　3880―5261

千住本庁舎地下駐車場の
休日開放は

3 月31日で終了します
千住本庁舎地下駐車場の休 日開
放は、庁舎移 転のため、3 月31日
をもって終了し ます。4月以降は、
休 日の駐車場利用はできませんの
で、ご注意ください。 問先- ま

ちづくり公社 　3604- 7761

講演 会 子育て談話室
子青てって大変|そんなささ

やきが瞋1こえてきます。専門家の
話を闖いて、一息ついてみません
か。日時- 3月30日c土) 、午前
10睥～11WM5分場所一東伊興住
区セ ンタ ー 講 師一 渋容 武子 氏
(臨床心理士・カウンセラ ー)
費用一無料 禀2 歳以 卜のお子さ
んの保 育をします 申 込=・ 飫
申・問先一千住本庁合・青少年課
　3882 ―1111㈹

子育て仲間集まれ
青年センターでは。観子遊びの

グループ が楽しい活動を翁けてい
ます。ぜひ 、観子でご 参加くださ
い。 グループ名・活助日- 【>パ
ンダ… 火踵 日( 月2 回) C> スイ
ートピ ー… 金旻皿日( 月2 回) [ >
ドレミファキッズ… 土丿皿日( 月1
回) ※ くわしくは、お閤 い合わ
せください。案内をお送りします
場・問先一青年センター
3890 ―0061
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